
令和５年度の循環器病対策事業の状況について
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令和５年11月13日
第２回静岡県循環器病対策推進協議会
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　かかりつけ医等向けの研修会について

区　分 内　容
目的 医療連携推進のためのかかりつけ医等向け研修会を開催
内容 病診連携等（地域の状況に合わせて講師が設定）
対象 かかりつけ医等の医療従事者、行政の循環器病対策担当者等

開催時期
回数

・12月～２月頃 
・２疾病（脳卒中、心血管疾患）を東・中・西部地区で開催
　※　地域により連携体制が異なることから、各地域ごとに開催 

状況 ・日程調整中
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　県民への普及啓発
県民だより10月号 SNSによる広報
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　救急隊を対象とした研修会

区　分 内　容

目的

・患者をより早く治療可能な病院に搬送する体制を整備することが必要
であり、そのためには、救急隊員による病院前（プレホスピタル）での
患者状態の判別が重要 。

・病院前スケールを用いた救急搬送体制を推進し、患者をより早く治療
可能な病院に搬送できる体制の強化を図る。 

内容 病院前スケール（ELVO screen）を利用した救急搬送　等 

開催時期
回数

・12月～２月頃 
・全３回（東・中・西部地区×１回） 
　※　地域により救急搬送体制が異なることから、各地域ごとに開催 

状況 ・病院前スケールについてアンケートを実施中
・日程調整中
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　心不全再入院予防診療支援

区　分 内　容

目的
・心不全の包括的診療体制を構築する試みとして、心不全急性増悪の
早期診断を可能とするデバイス（呼吸データを可視化）を導入し、心
不全急性増悪の早期発見を図り、早期治療に結びつける。

導入施設
・西部地区の、心不全治療の包括的診療体制を構築する主な急性期
病院

・導入病院数：４病院 

配布対象 導入病院４施設のいずれかに心不全で初回入院し、かつ、かかりつけ医
が決まっている患者  

状況 浜松医科大学と委託契約を締結し、実施中
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　心不全手帳の活用

区　分 内　容

目的 ・心不全手帳を活用し、生活習慣病の管理、医療連携パスとして利活
用し、心不全患者の再入院を減少させる

配布先

・順天堂大学医学部附属静岡病院
・静岡医療センター
・静岡市立静岡病院
・静岡市静岡医師会
・磐田市立総合病院
・浜松医科大学医学部附属病院
・浜松医療センター
・聖隷浜松病院
・浜松赤十字病院

状況 ・令和５年９月末までの再入院率について、報告を依頼予定
・新版を年内に印刷発注予定
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　先天性心疾患患者の支援体制構築
区　分 内　容

目的

・小児期に先天性心疾患に対する外科的治療を行った場合、厳格な経
過観察が必要な合併症を 抱えることが多く、追加治療によって健康寿
命が大きく変わるが、成人先天性心疾患（ACHD）患者に対する専門
医療の提供状況について、情報把握が不十分である。
・県内ACHD患者情報を収集・登録するデータベースを構築し、エビデン
スに基づく医療提供を推進する。 

導入施設 県立こども病院

内容

＜令和５年度実施事業＞ 
・システム作成のための研究（登録項目等に関する検討会の開催等） 
・セキュリティシステムの開発 
＜令和６年度以降＞ 
・テスト版の作成 
・運用開始 、関係者向け説明会・講習会の開催

状況 委託契約に向けて準備中


